
27 

 

第 １ 表（中） 

                                 大一中発第 ９９ 号 

令和８年３月３１日 

 

東大和市教育委員会  殿 

 

学 校 名                 東大和市立第一中学校 

                    校 長 名            和田  孝    印 

 

                  

 

令和８年度教育課程について 

 

    このことについて、東大和市立学校の管理運営に関する規則第 16条に基づき、 

   下記のとおりお届けします。  

 

記 

 

１  教 育 目 標        

（１）学校の教育目標 

      校訓「自覚と責任」 

     東大和市教育に関する大綱の理念及び第三次東大和市学校教育振興基本計画の理念

を踏まえて知・徳・体のバランスの取れた「生きる力」をはぐくむために、次の教育

目標の達成を目指す。 

①   主体的に学び、深く考える生徒 

  個性を生かして多様な人々とのかかわりの中で協働的に学び合うことを通し   

 て、考えを広げ、絡め、深めながら基礎的・基本的な知識及び技能を習得す 

る。 

     ②   互いに協力し合い、思いやりのある生徒 

         職場体験活動やボランティア活動、自然体験活動、地域の行事への参加等、

様々な教育活動を通して他者と共に心を通じ合わせて生きようとする態度を涵

養する。 

          ③  心身の健康に心がける生徒 

         運動会や移動教室、運動部活動等の教育活動を関連させながら運動に親しむ

資質を身に付けさせ、食の正しい知識と望ましい食習慣や性に関する情報等を

正しく選択し適切に行動できる態度を養う。 
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（２）学校の教育目標を達成するための基本方針 

 

ア  KAGAYAKI Community Schoolによる地域住民との熟議の中で、学校と地域の集いの場

とし、相談し合いながら子供の育ちを支える。 

  イ   社会が変化しようとも「時代を超えて変わらない価値のあるもの」(不易)と社会の変    

化に関心をもち「時代の変化とともに変えていく必要があるもの」(流行)に柔軟に対応 

していく教育を推進する。 

    ウ  一人一人の学習状況に合わせて、教師の適切なファシリテートの下で、子供に 

気付きを促すとともに、教えるべきことは丁寧に指導することを通して学力の定着を図 

る。 

    エ  ICT機器を活用したグループ学習の中で生徒の対話や合意を促し、教師は一人一人の    

子供の進み方に合わせて支援する「学びのナビゲーター」として自由進度学習を実践す 

る。 

  オ  教師は授業で子供から「おどろき」「ひらめき」「ときめき」「つぶやき」(＝「お

ひとつ」どうぞ)を引き出し、子供の意欲を醸成する。 

    カ  教職員の学習指導観・生活指導観を全職員で統一して、一人一人の教師の成功体験に

依存せず、「チーム一中」として組織的な学校運営を徹底する。 

  キ  義務教育９年間の時間軸を意識して小中一貫教育を捉え、小学校の丁寧な学習指導と

中学校の教科担任制のそれぞれの強みを学び合い、学習指導の質を向上させる。 

  ク  学校評価と授業評価等を１学期と２学期に実施し、評価の結果を各設問の肯定的な回

答の到達度を７５％以上にすることにより保護者や地域の説明責任を果たす。 

  ケ ＳＤＧｓの「平和と公正をすべての人に」に焦点を当て、争いによって貧困や人権侵

害が引き起こされ、平和な暮らしを送ることができない人々への意識を高め、自身が自

分の意見を表明できる態度を育む。 

  コ  標準服の着こなし方や校則の在り方について子供の意見を表明できる機会を整え、一

人一人の子供のウェルビーイングを高める。 

  サ  特別支援学級との連携を深めて通級の学校に在席する生徒の理解に努めることを通し

て、登校できない生徒や他者との関わりに苦手感のある生徒へ多様な学びの機会を整え

る。 

  シ  総合的な学習の時間の探究課題を「平和教育」とし、探究活動を通して身に付けた知

識・技能を特別活動の実践的な学習と結び付け、移動教室や修学旅行を有意義なものと

する。 

  ス  1人１台端末の活用を通して、紙媒体の情報の扱いと電子データの情報の扱いのそれ

ぞれの長所と短所を見極め、各教科等における紙と電子によるハイブリッド式の授業を

意識する。 
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第 ２ 表（中） 

学 校 名        東大和市立第一中学校    

２  指導の重点 

（１）各教科、特別の教科道徳、総合的な学習の時間、特別活動 

  ア 各 教 科      

   ① 自由進度学習を導入して「そろえる教育」から「個を伸ばす教育」へ授業を改善

し、子供が学習課題や学習方法を自己決定する。 

   ② １人１台端末を用いてグループ学習に取り組み、一人一人の子供に学びのプロセス

を意識させながら思考のスキルを習得させる。 

   ③ 教師は生徒が自由に相手を選べるグループ作りを導入し、生徒の学びをファシリテ

ーションする。その際、学びを生徒に委ねる場面を意図的・計画的に設定し、生徒が

主体的に学ぼうとする意欲を引き出す。 

   ④ 「チョーク＆トーク」だけの一斉授業を慎み、一人一人の個に応じたアダプティブ

・ラーニングを実践する。 

   ⑤ 基礎的・基本的な知識・技能を習得させ、子供の学習意欲の向上を図る。 

   ⑥ 全国学力・学習状況調査結果を精査し、学習の指導法と評価法を絶え間なく改善

し、学習を向上させる。 

   ⑦ 困り感や特性のある子供に寄り添い、ＩＣＴ機器を活用して授業を可視化する。 

   ⑧ 生活習慣病の予防や薬物乱用防止、がん、心の健康、食等、各教科で関連する単元

を教科横断的に扱い充実させる。 

   ⑨ 学びの深まりをつくりだすために、生徒が考える場面と教師が教える場面のしかけ

づくりをし、主体的な学びを実践する。 

 

  イ 特別の教科である道徳 

   ① 全教育活動と道徳の時間を活用しながら、道徳教育推進教師のリーダーシップの

下、ＩＣＴ機器等を積極的に活用して疑似体験を授業の一部に取り入れて自分のこと

として認識させるなどの工夫を通して道徳実践力を涵養する。 

   ② 内容項目「Ａ主として自分自身に関すること １自主,自律,自由と責任」へ焦点を

当て、校訓の実践を価値付ける。 

   ③ 道徳地区公開講座では郷土の伝統や文化に焦点を当て、第一中学校を卒業した先人

に尊敬の念を深め、地域社会の一員としての自覚を深める。 

   ④ ボランティア活動への生徒の参加を促し、人の役に立つことを進んで行う豊かな心

を育むことを通して、地域社会へ主体的に参加しようとする態度を醸成する。 

   ⑤ 運動会や合唱コンクールの縦割指導、特別活動とも関連を図りながら異学年との交

流や特別支援学級との交流を通して道徳性を涵養する。 
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  ウ 外国語教育 

   ① 東京都教師道場での研修を校内に還元し、外国語の授業力を向上させ、オンライン

英会話を活用した指導の充実につなげる。 

   ② オンライン英会話の成果を生かして生徒の発言量を増やし、スピーキングテストの

結果につなげる。 

 

エ 総合的な学習の時間 

   ① 探究課題を平和教育に定めグループ学習の中で「課題の設定→情報の収集→整理・

分析→まとめ・表現」の探求プロセスを通して問題解決的な活動を繰り返し、各教科

の学びと住環する。 

    ＳＤＧｓ⑯平和と公正をすべての人に目標から探究課題を設定する   

ことにより、学習の問題発見・解決能力を養い、特別活動における体験活動を通じて

育成される力を用いて持続可能な社会の担い手となる生徒を育成する。 

 

 オ 特 別 活 動      

   ① 標準服の着こなし方や校則の在り方について生徒が生徒会活動を通して社会規 

範との関わりの中で協力して課題解決する自主的・自治的な活動を通してよりよい人 

間関係の形成やよりよい学校生活づくりに参画できるよう支援する。 

   ② 生徒会活動による「落ち葉掃き」などのボランティア活動を行うことによって、公

共の精神を育成するとともに共に助け合って生きることの喜びを体得させ地域に参画

する資質を養う。 

   ③ 総合的な学習の時間での平和教育に関わる探究課題を軸にして学級活動や生徒会活

動、学校行事の中で平和で民主的な主権者として基本的な生活習慣の営みを実践す

る。 

 

（２）特色ある教育活動 

  ア コミュニティ・スクール(KAGAYAKI Community School)では、青少年対策第一地区委   

員会と第四地区委員会と連携し、市内の地域人材を活用してＬＧＢＴＱの講演会を定例

化し、生徒達に性別にとらわれず、人としての尊厳をもってそれぞれの能力を発揮でき

る資質を育む。 

  イ 生徒会が中心になり標準服の着こなし方や校則、校内へ持ち込める物を「一中人権宣

言」を基にして「不易と流行」を踏まえて検討することを通して、学校への帰属意識や

生活上の規範意識を高め、学習に励むことのできる学校づくりに参画する。 

  ウ 校内のチャイムを３回(始業、給食、下校)のみとし、校訓「自覚と責任」を踏まえて

自ら時間を管理し、自律心を高め、規律ある生活を営むことにより、一中生としての自

覚を身に付ける。 

  エ 定期考査を各学期の期末考査のみとし実施教科を国語、社会、数学、理科、外国語と
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し、音楽、美術、保健体育、技術・家庭は単元テストとして、知識及び技能の習得を一

時的なものにしない。 

  オ 昼休みを読書の時間一中シエスタに位置付け、学校図書館を積極的に活用して豊かな

心や新しい意味や価値を創造する資質・能力を培う。 

  カ 平和教育を軸に教科等横断的な視点をもって教科等間を関連付け、全学年で特別支援

学級で「総合的な学習の時間を軸とした教科等横断的な年間指導計画」を作成し、学校

全体で平和を探究する。 

キ 給食の時間を要としつつ「技術・家庭」「保健体育」「総合的な学習の時間」「学級

活動」等を通して保健学習を中心にして食育に取り組み、食生活を見直しながら睡眠や

食生活を改善して学力の向上を図る。 

ク ＩＣＴ機器を積極的に活用する中で紙媒体を使用した情報活用能力の利点を捉え直

し、学習の過程を重視して成果(学力を習得したか)を出す。 

 

 

（３）生活指導・進路指導 

  ア 生 活 指 導      

   ① 学校いじめ対策委員会を定例化(１回/週)し、いじめに関わる問題行動に対して全教  

職員で共通理解を深め、未然防止と早期発見に組織として取り組む。さらに学校いじ 

め基本方針を毎年改定し、いじめを見逃さない。 

   ② 第一小学校と第四小学校と連携してあいさつやきまり、身だしなみの在り方の指導

観を統一し、義務教育９年間を見通して子供を育む。 

   ③ 教員の大声による指導を厳しく戒め、人を傷つけない言語表現の学習、情報モラル

教育、法教育を生徒の発達段階に沿って指導し、生徒一人一人の個性の発見と可能性

の伸長を図り、生徒が自己の幸福を追求するウェルビーイングを高める学校を創る。 

   ④ 毎授業時間、全教員が全学級を巡回し、生徒への声掛け、励まし、賞賛、対話さら

には学校行事等を通して一人一人の子供と集団への働きかけを丁寧に行い、発達支援

的生徒指導を行う。 

   ⑤ スクールカウンセラーによる第１学年生徒の全員面接を実施し、不登校やいじめな

どの未然防止や再発防止に向けてプロアクティブな指導に取り組む。 

   ⑥ 特性や困り感のある生徒への理解を深めるために特別支援学級と連携して研修会を

実施し、教員の適切な配慮の下、生徒が自己存在感や自己有用感を高め、自身の能力

への自信をもてるよう努める。 

   ⑦ 青少年対策第一地区と青少年対策第四地区が主催する地域の行事へ積極的な参加を

促し、地域に対する愛着を高めるだけでなく、地域貢献を通じて社会に参画する態度

を育て道徳性を養う。 

   ⑧ 第一小学校と第四小学校と連携して引き渡し訓練を実施し、生命のかけがえのなさ

などの生命の尊さを自覚させ、力を合わせよりよい集団や社会の実現に努めようとす

る精神を深める。 
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   ⑨ セーフティ教室では危険薬物を含めた薬物乱用防止や情報モラルの向上、インター

ネット被害防止等を「ＳＮＳ東京ノート」の活用を通して安全な行動を体得させ、事

件や事故等から身を守ることができる態度を育てる。 

 

  イ 進 路 指 導      

   ① 地域の行事への参加やボランティア活動を通じて社会の一員としての「自覚と責任

(校訓)」を育み、働くことや社会に貢献する望ましい職業観・勤労観を醸成する。 

   ② 各教科等での学びや特別活動での学び、体験したことを振り返り、まとめたりつな

ぎ合わせたりする活動を通して学ぶ意義への自覚を深め、キャリアパスポートを活用

し、自己のキャリア形成につなげる。 

 

  ウ その他 

   ① 教育相談部会を中核にして一人一人の子供や配慮を要する子供の情報を学年・学級

を越えて共有し、多面的な意見に基づく協議を行い、全教職員が全ての子供に当事者

意識をもって関わる組織を万全にする。 

   ②いじめや非行の防止等の基盤として自由進度学習の導入を通して、互いに認め合い、

励まし合い、支え合える学習集団作りを進め、子供が相互に関心を抱き合う授業を実

践する。 
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第３表の１（中） 

学 校 名       東大和市立第一中学校   

３ 学年別授業日数及び授業時数の配当 

（１）年間授業日数配当表 
 月 
 

学年 

 
４   

 
５   

 
６   

 
７   

 
８   

 
９   

 
１０ 

 
１１ 

 
１２ 

 
１   

 
２   

 
３   

 

合計  

１ 16 19 21 13 0 19 21 19 19 15 18 18 198 

２ 17 19 21 13 0 19 21 19 19 15 18 18 199 

３ 17 19 21 13 0 19 21 19 19 15 18 14 195 
 

備   

考   

 

・第１学年 入学式が４月 ８日のため１減 
・第３学年 卒業式が３月１８日のため１減 
・土曜授業の実施日は次の３日とする 
 ４月２５日 学校公開日 
 ４月２７日 振替休業日 ４月２５日分 
 ５月３０日 運動会 
 ９月２６日 学校公開日 道徳公開講座 
 ９月２８日 振替休業日 ９月２６日分 

 
（２）各教科、道徳（特別の教科道徳）、総合的な学習の時間、特別活動の年間授業時数配当表 

学 年  

各 教 科 ・ 領 域 等    
１ ２ ３ 

 国語 140(3) 140(2) 105(0) 

社会 105(2) 105(1) 140(1) 

数学 140(3) 105(1) 140(0) 

理科 105(3) 140(2) 140(1) 

音楽 45(2) 35(1) 35(0) 

美術 45(2) 35(1) 35(0) 

保健体育 105(2) 105(1) 105(0) 

技術・家庭 70(2) 70(1) 35(0) 

外国語 140(3) 140(1) 140(1) 

小        計 895( 23 ) 875( 11 ) 875(  3 ) 
 

   特別の教科道徳 
35( 5 ) 35( 6 ) 35( 1 ) 

 

   総合的な学習の時間 
50( 5 ) 70( 18 ) 70( 9 ) 

 

特 別 活 動 （ 学 級 活 動 ）                
35( 13 ) 35( 16 ) 35( 1 ) 

 

     総         計 
1015(45) 1015(52) 1015(17) 

 

備 考                     

１単位時間は５０分を基本とする。 
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昼休みを読書推進時間とする。 

( )内の数字は年間の標準時数に対する見込み増加時数 

 

第３表の２（中） 

学校名   東大和市立第一中学校     

備 考                       

ア 学校裁量の時間  

  学校裁量の時間を水曜日に設定する。 

 

イ 特 別 活 動        

① 学級活動を、原則として月曜の６校時に実施する。 

② 生徒会活動は生徒会朝礼、生徒総会、生徒会役員選挙等などを充てる。また専門委員

会・代議委員会は学校裁量の時間を利用する。 

  ③ 学校行事の準備や練習の時間を年間指導計画に適切に位置付け、学校裁量の時間に依

存しない。 

 

ウ 総合的な学習の時間 

  総合的な学習の時間は年間を通して第１学年は５０単位時間、第２学年は７０単位時間

、第３学年は７０単位時間とする。特定の時期に集中して行う場合は振替を行う。 

全体の共通テーマは「ＳＤＧｓ⑯平和と公正をすべての人に」とする。 

第１学年のテーマ：「平和教育」 

(主な取組：校外学習(都内)を通して平和の尊さを学ぶ) 

第２学年のテーマ：「平和教育」 

(主な取組：校外学習(都内)を通して平和の尊さを学ぶ) 

第３学年のテーマ：「平和教育」 

(主な取組：修学旅行(関西方面)を通して平和の尊さを学ぶ) 

 

エ そ の 他        

① 昼読書 

１３時００分～１３時１５分(１５分間)を月曜日から金曜日までの５日間、全校で読

書活動に取り組み学校図書館の稼働率を高める。 

② 校内のチャイムを３回(始業、給食、下校)とする。 

 

 


